令和2年度　不二の里森福祉会事業報告
法人活動報告
1.理事会と評議員会の開催（年間を通じて開催）
理事会　　　　　　　　3回
評議員会　　　　　　　2回
評議員選任解任委員会　開催せず
2.法人役員
理事　　6名

評議員　7名
監事　　2名
3.主な決議事項

（１）  事業報告、収支決算報告の承認
（２）　定款変更および経理規定等の改正の承認・実施
（３）　就業規則および給与規定細則の一部改正
(４)　補正予算（第1次、第2次）
(５)　理事長および業務執行理事の職務執行状況の報告
(６)　評議員選任・解任委員の退任意向の報告
（７）　評議員選任・解任委員の新役員の提案
（８）　新採用職員について
（９）　障害者等安心生活支援事業について
(10) 事業計画案、予算案の承認

（11） 評議員選任・解任委員会の招集（任期満了に伴う役員改選のため）
4.法人内部監査：令和2年5月１5日実施

事業活動報告
Ⅰ　障害福祉サービス事業所けやき園　事業別実績内容
１．利用者数

　多機能型　定員34名（生活介護10名・就労移行支援6名・就労継続支援Ｂ型18名）
　　令和3.3.31時点の契約人数     計31名
　　　　生活介護　　　　　     …　 11名
　　　　就労移行支援　　　     …　  3名
　　　　就労継続支援Ｂ型　      …　 21名
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２．職員体制　20名
管理者1名　事務3名（うち1名、障害者雇用にての用務員）
看護師1名　（5月より常勤）　医師1名（嘱託）
　
サービス管理責任者１名
生活介護　　　   …　生活支援員5名（常勤・専従、非常勤・兼務、専従）

　　　　　　         生活介護サービス費　福祉専門職員配置等加算(Ⅱ)
　　　　　　　　　　 常勤看護職員等配置加算
就労移行支援　   …　職業指導員1名（常勤・専従） 生活支援員1名（非常勤・兼務）
　　                 就労支援員1名（常勤・専従）

　　　　　　　       就労移行サービス費(Ⅰ) 　福祉専門職員配置等加算(Ⅱ)
　　　　　　　　　　 就労支援関係研修修了加算
就労継続支援B型 …　職業指導員2名（常勤・専従、非常勤・兼務）
生活支援員2名（非常勤・専従）　
目標工賃達成指導員2名（非常勤・専従、兼務）
　　　　　　　　　   就労継続支援Ｂ型サービス費(Ⅰ)7.5:1　福祉専門職員配置等加算(Ⅱ)
　　　　　　　　　　 目標工賃達成指導員配置加算(1)
３．日課
	8：30～9：00
	送迎　自主・送迎車による富士北麓地域送迎

	9：00～9：15
	出勤（手洗い・仕事の準備）

	9：15～9：30
	朝の会（当番日直）

	9：30～12：15
	活動・就労（休憩15分）

	12：15～13：45
	昼食・歯磨き・休憩・体操

	13：45～15：30
	生産・就労、創作活動（休憩15分）

	15：30～15：35
	片付け

	15：35～15：45
	清掃

	15：45～16：00
	夕礼（帰りの会）：当番日直

	16：00～17：00
	送迎　自主・送迎車による富士北麓地域送迎


評　　価　：　
・生活介護については、相互利用1名（週1利用）がいる。
・就労移行支援については、事前にアセスメントを行い、利用について十分な検討を行うように
 している。またコロナウィルス感染症拡大に伴い、2年間限定の期間が1年延長となった。
・就労継続支援B型においては、利用定員を制限している。
・就労移行支援で就職に結びつかなかった利用者の受け皿になる部門でもあることや、
 報酬単価の工賃収入割合に伴う減算とならないようにもしている。
・看護師が常勤となったことから、新たに「常勤看護職員等配置加算」を令和3年1月より
 請求を開始した。
4．保健・衛生関係
	嘱託医診察
	毎月１回、生活介護利用者を中心に精神科医による診察

	感染症予防
	手洗い・うがいの励行・絵や写真を提示しての実践指導
接触部位のアルコール消毒・定時の換気・毎日の検温
法人独自の「コロナウィルスガイドライン（指針）」を作成

	衛生管理点検表
	パン作業室・厨房・みそ作業室の衛生管理表を毎日記入

	食品衛生
検査実施
	令和2年6月29日　弁当（細菌数　陰性）
令和3年1月15日　菓子類（大腸菌・黄色ブドウ菌　陰性）

令和3年3月4日　けやきみそ（ダニなし）

	営業許可の更新
	令和2年9月4日に営業継続許可申請を行う。
また事業所住所地番変更に伴う住所変更、理事長交代に伴う代表者氏名変更、また菓子製造業およびみそ製造業の食品衛生責任者選任（変更）を行った。

飲食店営業（令和2年11月1日～令和8年10月31日まで）
菓子製造業（令和2年11月1日～令和8年10月31日まで）
みそ製造業（令和2年11月1日～令和8年10月31日まで）

	食品営業従事者の検便の実施
	パンや調理、みそのスタッフ担当と担当利用者の合計20名が令和2年9月4日に実施し、陰性であった。
（富士東部地区食品衛生協会：1検体500円）

	インフルエンザ
予防接種
	令和２年11月18日～11月27日までの期間に、天野医院の協力で法人職員26人に予防接種を行った。

	健康診断の実施
	令和3年2月26日に全職員と希望利用者の健康診断を実施した。
（山梨県健康管理事業団への委託）


評　　価　：
・看護師が常勤になったことをきっかけに、けやき園・けやきハウス・しら糸の利用者の個人別
台帳を整備した。
・けやき園においては利用者の生活状況も勘案しながら、必要に応じて受診同行もしている。
・障害特性から自ら体調不良の訴えが乏しい利用者もいるため、体調変化に留意した対応を
心がけている。
・通所施設でも内服薬の把握は必須と考えており、保護者の協力も仰ぎながら処方箋の
コピーなど提出してもらうようにしている。内服や頓服の使用が必要な利用者には、家族から
与薬依頼書を提出してもらっている。
・新型コロナウィルス感染症の蔓延に伴い、法人内で「コロナウィルスガイドライン（指針）」の作成
を行った。法人内の各事業所内で感染者が発生した場合、指針に従い「感染症対策委員会」の
主宰をしていくこととした。
またこのガイドラインには職員およびその家族の周囲で感染の疑いが出た場合も想定したもの
になっている。管轄保健所とも連携した対応を念頭に対応している。
5．各事業別体制
（１）惣菜調理（調理作業、弁当作り・配達）
①ちびっこランチを調理し、富士吉田市立病院保育室に配達してきた。
　なお、富士吉田市立病院内に直営の厨房ができたことによって、令和３年１月末で
　契約が終了となった。

1～3歳児に安心して食べやすく小さく切って、1食250円～300円で提供してきた。
②ランチ作りは1か月ごとのメニューをもとに調理・盛付している。
③お弁当の注文を受け、個数に関係なく配達を行うようになった。

④富士吉田市立看護学校や冨楽時に、日替わりで数種の弁当を作り昼時に出張販売をして
いる。
⑤近隣の保育園の教員から昼食の定期的な注文あり、配達を行っている。
⑥コロナウイルス感染症拡大に伴い、緊急事態宣言下において富士吉田市の教育委員会の
協力もあり、市立小学校の教員からの弁当注文が多量にあった。以後、児童がいない期間
などにおいては注文を頂けるようになっている。
　　⑦ちびっこランチが終了したことで新規の弁当受注先を模索してきたが、コロナウィルス感
染拡大の影響もうけて持ち帰り弁当の需要も高まる中、困難をきたした。しかしながら、
調理器具一式が揃っている厨房であるため、ジャムオブワンダーと共に令和3年1月より
ジャムづくりを開始した。まだ安定供給とはなっていないものの、3/15に「DEAN＆
DELUCA」全店において発売された。（商品にけやき園がクレジットされた。）

⑧有機野菜の利用…畑作業で栽培した季節の野菜を食材に利用している。
（２）菓子製造（パン製造・販売）
　　①生地や丸め、発酵、具材を入れるなどの一連の工程を学び、職員と一緒にパンを焼いた。
パンの種類をシートに記入したり、パンの袋詰めや計量などの作業を行っている。
②富士吉田市役所や近隣の町村役場や学校、他福祉施設や企業（シチズン電子、丸勝産業）など関係機関からの注文や出張販売を行った。
（３）菓子製造（おかし製造販売）
　　①焼菓子を中心に、レシピを見ながら計量、混ぜ、型に流すなどの一連の工程を利用者と一緒に行っている。シフォンケーキ、けやきボール、けやきクッキー、アメなどを作っている。

②バレンタインデーやホワイトデー、クリスマスなどの日には注文を受け配達をした。自社のブランディング力を高めていくためにも、味と同様にラッピングなども工夫している。
　　③道の駅富士吉田でけやきボールとアメ（3種類）を販売している。
　　　アメは道の駅で『スタッフおすすめ品』となっている。
　　④アメは、令和2年度の富士吉田市ふるさと納税の返礼品の一部として、けやきキャンディー
を活用してもらえた。
（４）みそ製造（みそ作り・大豆の販売）
①大豆はけやき畑で無農薬栽培しており、収穫したのちにみそ作りに使用している。
殻取りは大豆脱穀機や手作業で行い、大豆の選別も利用者が作業で行っている。
②麹作りには自動製麹機を使用しているが、四季の温度変化にも安定した質の麹作りをするためにH23.10に県の助成を得てみそ工房麹部屋にエアコンをつけた。麹作りは温度管理が難しく、コツをつかむまでには時間がかかったが、現在は安定して無添加のみそ作りができている。

③１年ねかせて熟成させてから、手作りみそを販売している。
④道の駅富士吉田での陳列販売が大変好評を得ており、販売数も多くなっている。
（５）受託作業（受託、施設外就労）
①(株)ミナモトよりレジ袋にチラシやクーポンをスーパーのビニール袋に入れる仕事を受託されていたが、ビニール袋が有料化となったことから令和2年5月末にて終了となった。
②道志ダンパーより自動車部品の組み立て作業を受託されている。
　コロナ禍において一時期、受託された製品が生産ストップとなったが、昨秋より再開した。
　また企業からは、コロナ禍における陣中見舞い（応援金）をいただいた。

③ソルベグラスより横浜の洋菓子会社の箱折りやラベル貼りを受託されていたが、令和2年6月末にて終了となった。。
④シェアハピネスより横浜の料亭で使用される箸の帯留めや刻印作業を受託されていたが、緊急事態宣言や飲食店の時短営業などの影響もあり生産がストップした。
　しかしながらシェアハピネスからは単発の仕事として、WWF基金セブン＆アイホールディングスのノベルティ商品や山梨県緑化推進機構の記念品などの受注を受けている。

⑤HARU技研へは施設外就労として、月曜日と金曜日に支援スタッフが同行して金属部品の研磨や洗浄を行っている。コロナ禍において企業から、マスクの寄贈があった。
⑥丸勝産業よりルアーを販売する際のプラスティックケースのラベル貼りを受託されている。
　また同企業へ施設外支援として、2名の利用者が出向いて就労している。
　けやき園就労移行支援事業に在籍していた利用者が、令和3年3月末に就職（トライアル雇用）となった。
⑦斉藤段ボールから精密機械輸送時の緩衝材を作る製品を令和3年6月より開始している。

⑧向山商会より崎陽軒の特選シウマイの弁当箱（外枠）の作成を令和3年2月より開始した。また弁当箱づくり（箱折りの仕事）だが、細かく厳格で上手にできる利用者は現在、限定的である。富士北麓圏域の4事業所と共同参画している。緊急事態宣言下であるため、現状は大きな受注とはなっていないものの、今後の納品に向けて取り組んでいる。
（６）畑作業
　　①５か所（うち３か所は施設外の畑を借用）の畑で大豆やジャガイモ、ネギ、大根、キャベツにブロッコリー、レタス、小松菜、ターサイ、ミックスレタス、ニンジンを作っている。
大豆は連作を嫌うため２～３年で畑を替えている。

　　②毎日午前中に草取りを行い、夏から秋にかけての収穫や脱穀が利用者の主な仕事となっている。
　　③施設周辺の環境整備を兼ねて木々の伐採や畑・花畑づくりを行っている。
　　　生活介護利用者を中心に、プログラムの一環として活動場所のひとつとなっている。
　　　令和２年度中盤より用務員が採用されており、施設内外の整備を担当している。
　　④施設内の畑の開拓を現在行っており、けやき園の利用者全体で行っている。
　　　土を掘り起こしていく過程で出てきた溶岩については、施設外周に配置し、溶岩を使っての花壇を作り芝ざくらなどを植栽している。
　　⑤畑の段差に施設内にあった溶岩を並べ、土留めにした。
　　　畑との境には蕗を移植するなど、季節を感じられるような里山の光景をイメージしながら庭造りに勤しんでいる。
　　⑥年度末には地域住民のご理解もあり、畑を新たに借りることができた。
　　　地域住民との交流も念頭におきながら、開かれた施設運営を模索していきたい。
（７）市指定ゴミ袋販売
市指定ゴミ袋をショップに置いて、地域近隣の方に販売している。
（８）地域の行事への出店・参加
　＊富士吉田道の駅にみそや菓子類を陳列販売している。
    令和２年度はコロナウィルス感染症拡大のために、令和2年4月20日～令和2年5月15日の期間は道の駅が閉鎖された.
　4/11　 　 さくらまつり　＠けやき園【緊急事態宣言発令のため、中止】　　　
　4/下旬　 看護学校学園祭　＠富士吉田市立看護学校
【コロナウイルス感染症拡大のため、中止】
　5/中旬 　ありんこフリーマーケット　＠富士吉田ﾚｰﾀﾞｰﾄﾞｰﾑ館前広場
【コロナウイルス感染症拡大のため、中止】

　6/下旬　 富楽時まつり　＠富楽時【コロナウイルス感染症拡大のため、中止】
　6/下旬　 昭和大寮祭　＠昭和大学【コロナウイルス感染症拡大のため、中止】

　7/上旬　 パル祭　＠pal-pal【コロナウイルス感染症拡大のため、中止】
  7/下旬　 富士吉田市市制祭【コロナウイルス感染症拡大のため、中止】

9/中旬　 富士ふれあいの村まつり　＠富士ふれあいセンター
　　　　  【コロナウイルス感染症拡大のため、中止】

9/下旬　 ヨハネ祭　＠富士聖ヨハネ学園【コロナウイルス感染症拡大のため、中止】
　10/下旬　西桂町福祉健康ボランティアまつり　
＠西桂町まちづくり交流センターきずな未来館
【コロナウイルス感染症拡大のため、中止】

11/中旬　太陽の集い　＠富士聖ヨハネ学園体育館
【コロナウイルス感染症拡大のため、中止】
（９）生活介護
　①月曜日から金曜日の営業として、利用者の生活リズムの確立を図っている。
　②障害支援区分の高い利用者が増加しており、対応に苦慮する場面もある。
　　重度障害者支援加算も意識して、手順書を作成するなど支援の統一化や平準化を
　　目指している。

　③利用者に見通しをもてた生活を送ってほしいため、週刊スケジュールを毎週提示して
　　安定した気持ちで通所してもらえるように配慮している。
　④屋外の作業時など飛び出しや無断外出もあるため、リスクマネジメントを意識しながら
　　法人職員全体と連携をとっている。
　⑤入浴が必要な利用者などには看護師にも協力してもらいながら対応している。
　⑥コロナ禍ではあるものの感染防止を徹底しながら、利用者に制限をかけすぎないように
　　今できることを模索している。
　⑦生活介護の利用者ができる作業として大豆選別やみその作成過程への参画、また容器詰
めなどを行っている。
　⑧創作活動では障害者文化展や麦の穂の展示会などを目標に、絵画の作成などしている。
　　展示後の作品などは、本人および家族の了解も得ながら施設内に展示したりしている。
　⑨季節行事の準備など、季節を感じられるような役割をもった活動をしている。
6.　その他　
①生活支援

　ノロウイルスやインフルエンザ、コロナウィルス等の感染症予防のために手洗い方法の支援を行っている。全職員および全利用者の体温を毎日チェックしている。
ひとりで入浴ができない等の利用者には、施設内で入浴支援を行っている。
2/26には健康診断を行っている。（希望者）施設内で健康診断を行わない利用者については、市町村やかかりつけ医で行った検査結果を提出してもらっている。
②創作・芸術活動

富士ふれあいセンターでの陶芸教室、絵手紙教室、クラフト教室、料理教室に参加した。
（コロナウィルス感染症拡大により、中止となる教室もあった。）

手先を使って紙ちぎりをしての貼り絵、絵描き、カレンダー作りなどの創作活動を実施している。また手先を使うという意味ではハサミを使って牛乳パックを裁断して、交流も兼ねて利用者と共に他福祉施設へ搬入している。
月に1度お楽しみ会を開催している。（誕生日会、季節行事など）
③視野を広める施設見学・体験学習

　　11/13　けやき園利用者全員で、富士急行線を利用して河口湖に外出した。
　　　　　カチカチ山ロープウェイに乗り頂上に行ったり、湖畔のレストランで昼食をとり、
　　　　　遊覧船に乗船した。

　　1/5　 小室浅間神社に初詣に行き、書初めを行う。
1/7　 成人を迎える利用者のお祝いを、ケータリング方式を導入して施設内で行った。
　　　（協力：韓国村）

　④体を動かす活動、運動

　　　毎朝全員でラジオ体操を行う。歩は日常の中に適宜取り入れて、気分転換を図っている。
（利用者からの希望）昼休みは15分のランニングタイムを導入した。
　　　施設内の敷地を利用して、活動場所の確保を行う。
⑤就労活動・職場実習

　　　就労学習会を実施して履歴書の書き方の練習をしたり、マナーの学習をしたりしている。
　　　ハローワークへ利用者に同行して、一般企業への就職活動をしている。

　　　令和2年度は就労移行支援から１名が一般就労した。
　⑥教育実習生の受け入れ（地域貢献）

　　　コロナ禍における受け入れを実施したが、感染症対策を万全にして行った。
　　　けやき園に於いては、令和2年9月～令和3年1月までの期間に、延べ人数は5人、
　　　延べ日数は25日間で実習を行った。（山梨学院大学、立正大学、都留文科大学）

　　　利用者にとっては、教育実習生が入ることでいい刺激になったようである。
　　　また利用者の特性に対しても理解してもらいたく、意識的に実習期間中は全部門を
まわってもらった。
　⑦個別支援計画書のあり方の模索
個別支援計画のモニタリング時期を誕生月を平準にしたことで、年間を通しゆとりを
もった体制作りを目指している。また書式等も見直しながら、時代に即応した、当事
者主体で、夢や目標を反映できる個別支援計画書にしていきたいと感じている。
7．利用者工賃（総営業日数：257日）
	障害福祉サービス
事業所　けやき園
	就労移行
	就労継続B
	生活介護

	利用者数
	定員
	6
	18
	10

	
	現員
	3
	21
	12

	合計出勤数
	924日
	4929日
	2181日

	平均利用率
	89.1%
	93.7%
	96.5%

	工賃形態
	月給
	月給
	月給

	工賃支払対象者（人）
	4月
	5
	20
	9

	
	5月
	5
	20
	9

	
	6月
	5
	20
	9

	
	7月
	5
	20
	10

	
	8月
	5
	20
	10

	
	9月
	5
	20
	10

	
	10月
	4
	21
	10

	
	11月
	4
	21
	10

	
	12月
	3
	21
	10

	
	1月
	3
	21
	10

	
	2月
	3
	21
	10

	
	3月
	3
	21
	11

	延べ人数
（人）
	50
	246
	118

	事業別
支給総額
	781,700
	5,023,300
	244,500

	平均工賃
（ボーナス含）
	15,634
	20,419
	2,072


けやき園就労支援事業収益（単位：円）
	　
	総収入
	必要経費
	収支差額
	昨年度比（%）

	惣菜調理
	6,843,344
	3,836,980
	3,006,364
	101%

	食材生産
	2,703,947
	1,384,019
	1,319,928
	206%

	販売事業
	250,030
	124,608
	125,422
	41%

	一般事業
	2,600,495
	34,923
	2,565,572
	138%

	合計
	12,397,816
	5,380,530
	7,017,286
	121%


8．消防・防災関係
	消防計画届出
	平成25年8月21日：富士吉田消防署へ消防計画書作成・提出

	地震防災
応急計画届出
	平成25年8月21日：富士吉田消防署へ地震防災応急計画書作成・提出

	消防用設備等点検
	令和2年6月12日　 点検結果判定　良
令和2年6月25日　 富士吉田消防署に報告
令和2年6月12日　 点検結果判定　良

	避難訓練実施
	令和2年4月14日 　 地震想定の避難訓練
訓練用水消火器による消火操作訓練

令和2年10月7日    火災発生時避難訓練

	グループホーム
備蓄点検管理
	令和2年6月19日
令和2年12月18日　 点検者・天野貴美

	防災管理者：天野貴美　　　　
管理権限者：天野貴美

	消防・防災関係委託業者：ニッセー防災株式会社　


9．職員研修
	
	日付
	研修名
	開催場所
	出席者

	令和２年
	7/7
7/14
7/15
	令和2年度　就業支援基礎研修
	ポリテクセンター山梨
	後藤

	
	8/7
	被災地から見えた防災の地域づくりと
感染予防
	富士東部保健所
2階　大研修室
	勝俣
看護師

	
	8/26
	虐待防止研修（外部講師招聘）
	けやき園　食堂
	法人
全職員

	
	9/3
9/4
	令和2年度
山梨県相談支援従事者初任者研修
	南都留郡合同庁舎
	高尾
中村

	
	9/17
	食品衛生責任者養成講習会
	富士吉田市民会館
3階　小ホール
	渡邊（真）

	
	9/19
	強度行動障害事例検討会
	富士聖ヨハネ学園
ソフィアホール
	施設長

	
	9/25
	令和2年度
山梨県サービス管理責任者及び児童発達支援管理責任者基礎研修（全体講義）
	山梨県立
青少年センター
多目的ホール
	高尾

	
	9/25
	令和2年度
山梨県サービス管理責任者及び児童発達支援管理責任者基礎研修（全体講義）
	山梨県社会福祉事業団
きぼうの家
	中村

	
	10/8
	障害者虐待防止・権利擁護研修
	ぴゅあ総合
2階　大研修室
	後藤

	
	10/21
10/30
	令和2年度
山梨県サービス管理責任者及び児童発達支援管理責任者基礎研修（演習）
	山梨県立
青少年センター
多目的ホール
	高尾

	
	11/12
11/25
	令和2年度
山梨県サービス管理責任者及び児童発達支援管理責任者基礎研修（演習）
	甲府市総合市民会館
大会議室
	中村

	
	11/17
	健康管理セミナー
生活習慣病予防対策（シリーズ②運動編）
	山梨県医師会館
1階　多目的エリア
	勝俣
看護師

	令和３年
	1/28
	転倒災害防止について
職場から転倒災害をなくしましょう！
	山梨県医師会館
1階　多目的エリア
	勝俣
看護師

	
	3/4
	令和2年度　部会協議会
	ZOOM
	施設長

	
	3/19
	生活支援に役立つ健康法
～気楽にできる運動で健康に～
	富士ふれあいセンター
研修室
	勝俣
看護師


評　　価：
時代として、リモートによる研修が増えてきている。
虐待防止研修は今年度、所内にてはじめて行ったが、今後も継続していきたい。
10．地域団体
	富士北麓圏域
自立支援協議会
	就労支援部会
サービス管理責任者：後藤が出席
地域支援部会
管理者：三宅、けやき園家族会：髙橋会長が出席
富士東部相談支援ネットワーク会議
相談支援専門員：天野が出席
地域生活医支援拠点等整備事業プロジェクトチーム会議：
管理者：三宅が出席

	富士北麓障害福祉事業所
連絡会　麦の穂
	定例会にけやき園メンバーとともに参加予定だったが、コロナウイルス感染症拡大に伴い、開催されなかった。
令和3年1月28日～3か月間にわたり、山梨中央銀行吉田支店において麦の穂展（展覧会）を開催している。

	命の大国ネットワーク
	コロナウイルス感染症拡大に伴い、中止

	障害者の地域生活を考える保護者連絡会『ひつじ』
	富士聖ヨハネ学園内で毎月開催予定となっていたが、コロナウィルス感染症の拡大に伴い、7/11のみ出席した。
家族会会長が代表して出席している。
各事業所の活動についてや、防災についてなど話し合いを行っている。


Ⅱ．共同生活援助
名　　称　：　グループホーム　しら糸
　 定　　員　：　4名
　 入居者数　：　4名
　 研　　修　：
　 8/26　虐待防止研修（けやき園）　サービス管理責任者、世話人2名参加
　 11/18　令和2年度山梨県サービス管理責任者及び児童発達支援管理責任者更新研修
　　　　 （山梨県青少年センター　多目的ホール）　サービス管理責任者参加

　 実　　態：

　 入居利用者の生活スタイルに違いがあるため、食事の支援などの世話人業務が拡大している。また加齢に伴い、病院への通院や緊急対応（救急車での搬送）など身体面に留意しなければならなくなってきている。障害特性が生活面に顕著にでてしまい、生活支援に介入する度合いも増加している。
また再入院を防止するために、受診時の通院同行も行っている。
年度末にはコロナウィルスの感染拡大に伴い、一般就労していた当事者が出勤できなくなる
事態になり、日中活動はけやきハウスが支援を行っている。

　 課　　題：
   ・日中活動が終了して、グループホームに帰宅してからの余暇支援を検討している。
　 ・緊急的な対応が必要になった際（体調不良時や不審な電話、また天候不良時の停電など）
　　世話人との情報共有方法や、利用者からの緊急時の発信方法など確立していかねばなら
ないと感じている。（利用者自身からの発信はなかなか困難である。）
　 ・グループホーム入居者４名のうち、現在２名が後見制度を利用している。
　　身上保護の観点から、その当事者の現状を後見人等と共有しながら将来を見据えて支援
を提供していくべきだと思われる。当事者やその家族とも話し合いを重ねていきながら、
グループホームでの生活のその先にある将来について、どう考えていくべきなのか検討
している。
　 ・訪問看護や居宅介護を利用されている当事者もいるため、世話人も含めたうえで
他機関との連携が必須と思われる。モニタリング等のケア会議を通し、当事者の状況を
きちんと把握しながら、地域生活を継続していけるように関係者が情報共有していける
ようにしていきたい。
　 ・当事者の権利擁護の視点を忘れず、当事者の家族との調和も視野に入れながらの支援を
提供していきたい。

Ⅲ．相談支援事業
名　　称　：　障害者相談支援センター　けやきの家
対 象 者　：　身体障害者・知的障害者・精神障害者・発達障害者
中途障害者（高次機能障害者）、障害児、医療的ケア児　等
職員研修　：　
	
	日付
	研修名
	開催場所
	出席者

	令和元年
	8/19
	富士北麓地域における地域生活支援拠点等の整備に関する運用方法検討会
	富士・東部保健福祉
事務所
	天野

	
	11/11
	富士東部相談支援ネットワーク会議
	富士・東部保健福祉
事務所
	天野

	令和２年
	2/17
	令和2年度
山梨県精神障害者地域包括ケアシステム関係者研修会
	ZOOM
	天野

	
	3/5
	障害者支援施設関係者向け研修会
～本人のおもいを聴いていますか？～
	ZOOM
	天野

	
	3/10
	富士東部相談支援ネットワーク会議
	富士聖ヨハネ学園
	天野


実　　績　：

[image: image1]
指定特定相談支援の評価　：　
・市町村からの依頼件数は落ち着いているものの、タイトなスケジュールでの依頼が多いように
感じられる。（サービス利用希望直前での対応）
・親の高齢化に伴い、いままでの支援（家庭内）ができなくなってきている。
また変容せねばならない時期にもきているように感じられる。
・サービス更新時の手続きの援助など、同行援助が必要となる場面が多くなっている。
指定一般相談支援の評価　：
・地域移行、定着支援について援護実施市町村の認識に違いが大きくある。
活用方法の認識不足なのだろうか？相談支援事業者としても行政と協議していく必要を
感じている。

・コロナウィルス感染症拡大に伴い、精神科病院の退院に制限が大幅にかかり相談依頼も減少
した。
今後の課題　：
・基本相談は当事者やその家族、また地域住民からのニーズに応えられるように、相談支援専門員も各種研修会などを通して自己研鑽していかなければならないと思われる。
・特定相談においては、本人を含め、家族全体との関係をより重視していくようにする。
当事者や家族のニーズを的確に捉えていくためにも、アセスメントを重視して、本人の今までの人生や将来に寄り添うようにしていきたい。
・福祉サービス利用のためのサービス等利用計画になってしまっており、本人が希望するその先の目標設定や、自己実現に向けた計画の作成をできるように意識していきたい。
・移行支援については当事者が退院、退所後の生活を安心して迎えられるように、信頼関係の構築のために時間をかけていきたい。
・定着支援はその当事者の生活能力や課題などを多岐な面から評価しながら、時機に応じて効果測定をするなどして生活を定着させていくようにしたい。
・富士北麓圏域に即応した形で、フォーマル・インフォーマルなサービスの活用をしていくためにも多職種との連携が不可欠であると考えられる。多職種とのラポールの形成のためにも丁寧で信頼される事業所運営をしていきたい。
・変容していく時代のニーズや法制度の転換期でもあり、その理念に基づいたアプローチや支援提供も必要になってきている。地域での生活をより長く継続させていくことも意識しながらこの圏域の強みも生かし、地域資源の拡充も念頭に対応していきたい。
Ⅳ．地域活動支援センター
名　　称　：　けやきハウス
定　　員　：　10名
登録者数　：　21名　
　　
累　　計　：　2473名利用（延べ人数）
開所日数　：　243日/年間　　
　　
開所時間　：　9：00～16：00
研　　修　：　8/26　虐待防止研修（外部講師招聘）　指導員2名参加
教育実習　：　11/16～11/20　延べ5日間　都留文科大学（1名）
防災訓練　：　けやき園と連動しながら行っている。
評　　価　：

　 歳末たすけあい県民運動の配分として、山梨県共同募金会からオープンシューズボックスの
寄贈があった。利用者の下足入れとして活用している。

メンバーが年間行事計画を目標に、社会参加を拒むことなく地域に馴染んでいく様子が
　 みられる。
　 電話での相談やフォローをしてほしいニーズもあり、1日平均2.2件となっている。

　 一般企業に就職した後のフォローをすることで、勤続できているメンバーがいる。
　 急な出勤にも対応できており、職場でも頼りにされる存在になっている。
　 メンバーの家族構成の変化に伴い、福祉サービスを利用しなければならなくなるケースも
　 増加している。
　 また単身となった際の精神面や身体面のフォローも必要となってきている。
課　　題　：
　 ・メンバーの生活や生命を守るためにも、他機関との連携が必須であると感じる。

　  自宅から一歩でてもらうために、希望がもてたり生きがいにつながる活動を模索している。
　 ・地域生活を継続していく上で、通所してきている時間内だけの支援ではカバーできない
　  課題が多くみられる。必要に応じながら行政（各市町村や富士東部保健所）や基幹相談
　  支援センターなどと連携したり、本人が訴えが乏しかったり生活していく力が弱い当事者
には受診同行や家庭訪問などの個別対応が必要に感じる場面が多くなると想定される。

　 ・現在Ⅲ型として運営しているものの、定員が満床状態である。
今後、富士吉田市とも協議しながらⅡ型への移行も視野に入れた協議が必要になってくる と思われる。時代背景もあり、定員に応じたスペースの確保なども検討していかねばならないと感じている。
　 ・富士吉田市からの委託で運営されているが、圏域内の地域活動支援センターの事業所数も少ないことから他市町村からの受け入れ依頼が多くなっている。ケース相談があった際には、慎重に協議しながら富士吉田市にも受け入れ判断を進言していく必要性を感じている。
（メンバーの専有面積の確保、感染症対策や指導員の業務の切迫も防止する。）
Ⅴ．地域生活支援事業
1 日中一時支援事業
富士吉田市、富士河口湖町、西桂町、山中湖村、忍野村、都留市の6市町村と委託契約を締結。毎月実績報告を作成して、支援の実績を市町村に報告している。
年間の延べ利用者数は1050人となっている。
評　　価　：
児童に関しては基本的には放課後等デイサービスが支援を担っているが、平成31年度（令和元年度）に関してはコロナウィルスの感染拡大とともに支援学校等が休校となったために、児童の利用が平日にもある。
課　　題　：
・利用当日のキャンセル等は以前と同様に存在している。
しかしながら日中一時支援の利用希望が多い日であったり、その日の利用者の障害特性に応じて職員配置もしたうえでのキャンセルもあるため課題である。

・コロナウィルス感染症の拡大とともに、支援学校等が休校になった際の平日利用がある。
特性の差異や年齢に応じた対応が、通常業務内にプラスされた形で支援スタッフが対応
している。またコロナウィルスの変異株が出現したことで、PCR検査で一旦陰性と判断
されたのちの陽性もあるため、受け入れ判断に悩む場面もある。
・障害特性に応じた対応が不可欠となってきており、支援スタッフの援助技術もスキルアップしていかないと対応できないケースも出てきている。
・多様化する生活形態もあり、利用者の家族が希望する時間帯も幅が出てきている。
サービス提供に際し、配慮が必要な事項が多くなってきている。
2 自家用有償旅客運送（福祉有償運送）

登録者数 ： 46名
　 運送回数 ： 249回
　 走行距離 ： 2540㎞　
　 評　　価　：
　 圏域内における困難ケースに対応するため、長距離となるサービスを提供している。

　 登録者数は前年に比べ増加しているものの、『なにかの時のため』のお守り的な意味合いで
　 登録する利用者も多いため、利用にはつながっていない。
　 課　　題　：
　 ・長距離を利用する場合など、運転手の負担が大きい。
　 ・運転手は限定されるため、当日の利用やキャンセルなどの対応が難しい。
　 ・富士北麓圏域は現在、福祉有償運送は完全に実費であるが、今後移動に関しての課題
　 （利用料金やニーズ）は圏域の課題になると思われる。
　 ・土日、祝日や早朝、深夜の利用希望がある。
今後、部門のNPO法人化など圏域の強みも生かしながら、法人単独ではない形で検討
　　すべ　きではないかと感じている。
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